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1. Webアクセシビリティってなんですか？



Webアクセシビリティとは

だれもがWebコンテンツを利用できる品質

ウェブのアクセシビリティを言い表す言葉がWebアクセシビリティです。具体的には
ウェブページにある情報や機能の利用しやすさを意味します。
さまざまな利用者が、さまざまなデバイスを使い、さまざまな状況でウェブを使うよ
うになった今、あらゆるウェブコンテンツにとって、Webアクセシビリティは必要不
可欠な品質と言えます。

引用：アクセシビリティとは？- ウェブアクセシビリティ

https://waic.jp/knowledge/accessibility/
https://waic.jp/knowledge/accessibility/
https://waic.jp/knowledge/accessibility/


障害者のインターネット利用率

視覚障害者 91.7%

聴覚障害者 93.4%

肢体不自由者 82.7%

障害者全体 53.0%

障害者によるインターネットの利用率：NICT（平成24年）

https://barrierfree.nict.go.jp/relate/statistics/hc_internet.html#:~:text=%E3%81%93%E3%81%AE%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8B%E3%81%A8%E3%80%81%E9%9A%9C%E5%AE%B3,%E3%82%92%E5%88%A9%E7%94%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%84%E3%82%8B%E3%80%82
https://barrierfree.nict.go.jp/relate/statistics/hc_internet.html#:~:text=%E3%81%93%E3%81%AE%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8B%E3%81%A8%E3%80%81%E9%9A%9C%E5%AE%B3,%E3%82%92%E5%88%A9%E7%94%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%84%E3%82%8B%E3%80%82
https://barrierfree.nict.go.jp/relate/statistics/hc_internet.html#:~:text=%E3%81%93%E3%81%AE%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8B%E3%81%A8%E3%80%81%E9%9A%9C%E5%AE%B3,%E3%82%92%E5%88%A9%E7%94%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%84%E3%82%8B%E3%80%82
https://barrierfree.nict.go.jp/relate/statistics/hc_internet.html#:~:text=%E3%81%93%E3%81%AE%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8B%E3%81%A8%E3%80%81%E9%9A%9C%E5%AE%B3,%E3%82%92%E5%88%A9%E7%94%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%84%E3%82%8B%E3%80%82
https://barrierfree.nict.go.jp/relate/statistics/hc_internet.html#:~:text=%E3%81%93%E3%81%AE%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8B%E3%81%A8%E3%80%81%E9%9A%9C%E5%AE%B3,%E3%82%92%E5%88%A9%E7%94%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%84%E3%82%8B%E3%80%82


高齢者のインターネット利用率

65歳以上の人口は3621万人。総人口の28.9％。

出典：令和4年版高齢社会白書

https://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2022/gaiyou/pdf/1s1s.pdf
https://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2022/gaiyou/pdf/1s1s.pdf
https://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2022/gaiyou/pdf/1s1s.pdf


パソコン
スマホ
タブレット

印刷 ウェアラブル

さまざまなデバイスに対応できる

アクセシビリティを高めると多様なデバイスに対応しやすくなる

ゲーム



2. ガイドライン



JIS-X 8341-3:2016

高齢者・障害者等配慮設計指針

情報通信における機器ソフトウェア及びサービス

第3部：ウェブコンテンツ



達成基準を満たす方法（例）
●ページの内容が分かるページタイトルを記述する

●見出しやリストなどの文書構造をマークアップする

●情報を伝えている画像の代替テキストを提供する

●フォーム・コントロールのラベルをマークアップする

●文字色と背景色のコントラストを十分に確保する

●色の違いが分からなくても理解できるようにする

●キーボードのみで操作できるようにする

●動画には字幕を提供する



国際規格との統一性

WCAG:  W3C（Webの標準化団体）が定めたガイドライン

ISO/IEC 40500:2012: 国際標準化機構が定めた規格



3. 社会状況／法規制について



国内の法整備について

障害者差別解消法の改正

障害者情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策推進法

障害者による情報の取得利用・意思疎通に係る施策を総合的に推進し、
共生社会の実現に資するための法律（令和4年5月25日施行）

障害を理由とする差別の解消を推進することを目的とした法律の改正に伴い、
事業者による障害のある人への合理的配慮の義務化がされた（令和6年4月1日施行）



各省庁の取り組みについて

デジタル庁
ウェブアクセシビリティ導入

ガイドブック

総務省
みんなの公共サイト
運用ガイドライン



義務化されるのか

オンラインでの申込手続が必要な場合に、手続を行うためのウェブサイトが障害者に
とって利用しづらいものとなっていることから、手続に際しての支援を求める申出が
あった場合に、求めに応じて電話や電子メールでの対応を行う（合理的配慮の提供）
とともに、以後、障害者がオンライン申込みの際に不便を感じることのないよう、ウ
ェブサイトの改良を行う（環境の整備）。



海外の法整備状況

リハビリテーション法508条

政府機関向けの情報アクセシビリティを義務とする法律

障害を持つアメリカ人法（ADA）

州政府・地方自治体・広く市民を対象とする企業向けの
アクセシビリティ全般を義務とする法律



VPATとは：
サービスがアクセシビリティ規格をどの程度満たしているのかを公開するための様式
製品・サービスを購入する際に対応度合いを参照することが可能

その他の動き

VPAT
日本版
VPAT

※これから



企業の動き



4. Webアクセシビリティの取り組み方



どう取り組む？

アクセシビリティ方針を定めてJIS 8341-3への準拠を目指す

WAICの公開しているガイドライン（一部）

● ウェブアクセシビリティ方針策定ガイドライン

● ウェブコンテンツのJIS X 8341-3:2016 対応度表記ガイドライン

● JIS X 8341-3:2016 試験実施ガイドライン



サイボウズの取り組み

サイボウズのパーパス

チームワークあふれる社会をつくる

サイボウズにとってのアクセシビリティ

ユーザーがチームにアクセス（参加・貢献）できる能力



サイボウズの取り組み

社内啓発
全社研修や勉強会などを通じて、
アクセシビリティの重要性やノウハウを啓発する

製品改善
アクセシビリティの試験を行うとともに
障害当事者の意見を伺いながら、製品の問題点を改善する

パーツを組み合わせるだけで
アクセシビリティの品質を確保できるようにする



グローバルデザインの取り組み

ポリシー

必要な情報をきれいにわかりやすく最適な方法で。

取り組んでいること

自治体ウェブサイトの構築におけるウェブアクセシビリティの向上



5.  今後のWebアクセシビリティの動向



今後の動向

WCAG

JIS X 8341-3



WCAG 2.0とWCAG 2.2の違いは?



WCAG 2.0とWCAG 2.2の違いは?



本日のお話（まとめ）

1. Webアクセシビリティってなんですか？

2. Webアクセシビリティのガイドライン

3. Webアクセシビリティと社会状況／法規制について

4. Webアクセシビリティの取り組み方

5. 今後のWebアクセシビリティの動向



@waic_jp

ウェブアクセシビリティ基盤委員会について



ご視聴ありがとうございました。

続けて

「企業・組織におけるWebアクセシビリティ向上」
セッションも併せて御覧ください。

企業の様々な
取り組み方を
ご紹介します！
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